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Ⅰ．問題の所在

　本小論の目的は，高等学校の歴史教育において，歴
史上の人物を扱うこと（以下，歴史人物学習と呼ぼ
う）の可能性を論じるものである．
　そもそも，現行の学習指導要領によれば，小学校の
場合，例えば小学 6 年においては，国家や社会の発展
に大きな働きをした先人の業績について興味・関心と
理解を深めることを目標とし，42 人の具体的な人物
が上げられている 1）．また中学校の場合，国家・社会
及び文化の発展や人々の生活の向上に尽くした歴史上
の人物を理解・尊重することが目標としてあげられ，

「歴史のとらえ方」において，歴史上の人物や出来事
などについて調べる活動が導入単元として設定されて
いる．この時人物に対する興味・関心を育て，それぞ
れの人物が果たした役割や生き方について時代的背景
と関連付けて考察することも求めている 2）．他方高等
学校においては，わずかに世界史 A，B において，内
容として日本と世界との関係や交流について，人やも
のなどの中から適切な事例を取り上げ，日本の歴史と
世界の歴史とのつながりに気付かせる，とあるだけ
で 3），目標に人物を取り上げることについての記載は

なく，歴史人物学習があまり想定されていないことが
うかがえる．
　なぜ，このような現状なのか．歴史上の人物を教材
として取り上げるということは，歴史の主体を通して
歴史事象を学ばせるのであるから，単なる歴史上の事
件を取り上げるよりも感情移入しやすく，共感的に取
り上げ易くなる．そのため，小学校と中学校の学習指
導要領の目標にもあるように，歴史学習において人物
を取り上げる場合，我が国や地域の歴史において優れ
た業績をのこした偉人を共感的に取り上げ，その業績
によって自らの属する国家・社会の発展が結実したこ
とを学ばせ，偉人，ひいては国家・社会に愛着を持た
せることを目的とした学習（人物理解学習と呼ぼう）
となる可能性が高く，そのような歴史学習が，高等学
校段階において必要か否かを考えた結果なのではない
だろうか．しかし果たして，歴史学習において歴史上
の人物を取り上げる場合，この方略しかないのだろう
か．
　そのため本小論では，上記のような問題意識から，
日本の高等学校段階に相当するイングランドの KS4

（14～16 歳）の学生を主たる対象とした，歴史上の人
物を取り上げた教科書シリーズを分析し，そこから得
られた知見をもとに授業開発を行うことで，従来の共
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感型とは異なる歴史人物学習の方略を具体的に解明し，
高等学校段階における歴史人物学習の可能性を探るこ
とを目的とする．
　分析対象は，「歴史を作った人々」シリーズである．
2004～2005 年にかけて Collins 社から出版された全
16 冊のシリーズである．以下，Ⅱにおいて本シリー
ズにおける歴史人物学習の構造を解明する．そのため
にまず（1）で，任意の 1 冊『エリザベスⅠ世』4）を
手がかりにその学習の構造を明らかにし，続く（2）
で全 16 冊においてどのような人物が取り上げられて
いるのかを分析することとしたい．以上を踏まえて，
Ⅲでそれらの知見をもとに授業開発を試みる．

Ⅱ．「歴史を作った人々」シリーズにおける歴史人物
　学習－人物分析学習としての歴史人物学習－

（1）学習の構造－個人の行為の社会的意義・影響につ
いての評価・解釈構築－

　『エリザベスⅠ世』の記述を訳出し，その内容から
本シリーズにおける歴史人物学習の構造をまとめたも
のを表 1 として作成した．表中の「単元名」は訳出に
より，それ以外は筆者の分析による．以下，表 1 に基
づき考察を行う．
　表 1 より，本教材は大きくは 3 つに分けることが
でき，全体として，エリザベスⅠ世に関して，与えら
れた情報や歴史家の解釈の吟味を通して，彼女の行為
の社会的意義・影響について評価・解釈を構築する学
習となっているとまとめられる．
　第 1 の部分は，小単元「歴史科の見解はなぜ異なる
のか？」，「エリザベスⅠ世の生涯年表」，「エリザベス
Ⅰ世：その生涯を簡潔に」からなり，歴史の解釈は多
様であるということとその要因，およびそれらの論理
的帰結として解釈である歴史を吟味・検証し続けてい
かなければならないことが説明される．その上で，エ
リザベスⅠ世の生涯について，基本的な情報が提示さ
れている．この 2 つの学習内容は，今後提示されるこ
とになるエリザベスⅠ世の業績とその社会的影響に関
して，解釈を構築・吟味する必要性を自覚させ，その
ための基礎情報を提供している部分と解釈することが
できる．そのため，課題の意義を説明し，その準備と
して対象を知る部分，課題を明確化している部分とい
える．
　続く第 2 の部分は小単元「エリザベスⅠ世の対外政
策はどのくらい首尾一貫していたか？」から「エリザ
ベス統治期の議会は，どの程度権力を有していたか？」
が相当し，実際に課題を実施する部分といえる．ここ
では，エリザベスⅠ世の業績とその社会的影響に関し
て，主人公が特に功績を残した対外政策，宗教政策，

議会政策という 3 つのテーマにそれぞれについて，検
証対象である解釈とその証拠となる事実とを提示し，
解釈構築・検証をおこなっている部分となっている．
ただし，その提示の方法に 2 つのタイプが存在する．
1 つは，対外政策において行われているように，異な
る解釈を 2 つ並列で提示し，その比較考量を求める方
法，もう 1 つは，宗教政策と議会政策において行われ
ているように，一方を新しい解釈として提示し，その
変化を追認するかどうかを検証する方法である．前者
が一致した結論が出ていないテーマに関して解釈構築
を行うときの方略，後者が，近年解釈が見直されつつ
あるテーマに関して解釈を行うときの方略と考えられ
る．
　そして第 3 の部分は「エリザベスⅠ世：評価」が相
当する．ここでは，エリザベスⅠ世の業績・影響に対
する全体的評価（一般論）とその現代的意味が提示さ
れている部分である．これまで個別のテーマに関して
その業績の意義や影響を検証してきた人物に関して，
初めてその現在的意味に関する指摘も踏まえて，その
人物の全体的評価を紹介しており，これまでの学習の
必然的帰結として，この全体的評価や現在的意味に対
する解釈に対して検証することになろう．ということ
は，残された課題として，その人物の全体的評価と現
代的意味の評価が残っていることを指摘する部分と考
えられる．
　以上のことから，本シリーズは，冒頭でまとめたよ
うに，解釈の構築の必要性を指摘し，そのための基礎
情報と先行する研究者の解釈を提示・検証することで，
個人の行為の社会的意義・影響（現在へのそれも残さ
れた課題として含む）について評価・解釈を構築する
学習となっているとまとめられる．

（2）人物選択基準－英国の現状に影響を与えている出
来事に異なる立場（思想）で関与した人物－

　では，本シリーズでは，全体としてどのような人物
が学習対象として取り上げられているのだろうか．本
シリーズで取り上げられている人物の一覧をもとに，
その人物選択基準を分析したものを表 2 として作成し
た．表中の「教科書名」は訳出により，それ以外は筆
者の分析による．以下，表 2 に基づき考察を行う．
　表 2 より，本シリーズでは，全部で 16 人（全 16
巻で，ヒトラーについてのみ 2 巻からなり，ケネディ
とジョンソンについては，2 人で 1 巻となっている）
の人物が取り上げられている．（1）でまとめたように，
個人の行為の社会的意義・影響（現代へのそれも残さ
れた課題として含む）について評価・解釈を構築する
学習の対象としてこの 16 人が選ばれているのだから，
それらの人物がいかなる行為や出来事に関わったのか，
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表 1　『エリザベスⅠ世』の単元構成
単元名 主な学習内容 主な学習内容

歴史家の見解
はなぜ異なる
のか？

歴史家は過去の出来事，なかんずく過去の出来事に対する個人の役割に対して異った評価
を下しがちであること
歴史を研究するとは，証拠に基づき，解釈を行い，その正当性を巡って議論を重ねること
であること

多様であること

歴史と
は多様
である
こと
および
その要
因

解釈構
築の必
要性の
自覚

学習課題の
明確化

エリザベス
Ⅰ 世 の 業
績，および
その社会的
影響につい
て解釈構築
を行うこと

個
人
の
行
為
の
社
会
的
意
識
・
影
響

不十分な証拠 証拠となる歴史的事実が十分にそろわなくとも，これまでの専門的な知識と判断に基づき，
見解を構築することがあること

その要因

新しい証拠 新しい証拠が見つかり，歴史家がそれを吟味することで，ある事象に対する見方が変わる
ことがあること

歴史の「哲学」？ マルクス主義のように，歴史事象に対する歴史家の判断に影響を与えるような特定の見方
を有している歴史家も多くいること

個人の役割 歴史を特定の個人の営為によって形成されるものと見るか，その時代の社会的，経済的，
宗教的な風潮の影響の方が大きいと見るか判断が分かれていること

同一の歴史的な根
拠に対して異なっ
た評価を下すこと

上記すべてにおいて同じ状況であったとしても，ある証拠が重要か否かにおいて評価が異
なり，解釈が異なることもあること

歴史家の見解はほ
ぼ異なる 歴史は可変であるという見方を受け入れ，断続的に議論を重ねていくしかないこと

結果としての不断
の解釈構築の必要
性

エリザベスⅠ世の生涯年表 誕生から死去までの主な出来事
家族の死，王位継承，いくつかの反乱，結婚の失敗，外交交渉，アルマダ海戦など 主要な出来事

エリザ
ベスⅠ
世とは
いかな
る人物
か

解釈構
築のた
めの基
礎情報
の提供

エリザベスⅠ
世： そ の 生 涯
を簡潔に

彼女はどのように
して歴史をつくっ
たのか？

エリザベスⅠ世の傑出性
彼女の偉業（国教会の確立，スペインの打破，文化興隆）
処女王としてのカリスマ性
近年，優れた統治者としての見方が再評価されていること

対象人物の生涯

幼少期
ヘンリーⅧ世と母との再婚と離婚，それに伴う王位継承権の剥奪
優れた教育を施され，特に語学力の面で秀でた能力を有するようになったこと
継母キャサリンと親密な関係を構築し，そのとりなしで王位継承権が復活したこと

テューダー朝中期
の危機と生存

エドワードⅥ世の即位と引き取られたトマス・シーモア邸での危機
ノーサンバランド公によるジェーン・グレイの擁立と自身の排除
メアリーの王位継承に伴うカトリック化とワイアットの反乱の首謀者との疑いによる地位
の不安定化

女王即位初期

1558 年に女王として即位した頃の外交的・宗教的・経済的課題とそのいくつかの解決に
成功したこと
スコットランドにおけるフランスの影響力をそぐことに成功したこと
議会と真摯に向き合ったが，婚姻と王位継承者の件で，対立することも多かったこと

反乱と侵略

エリザベスⅠ世統治期の外交・国内問題とその成功（メアリー・ステュアートのイングラ
ンドへの亡命と北部諸侯の反乱の失敗，スペインとの関係悪化とネーデルランド出兵や海
軍によるスペイン船襲撃，アンジュー公アンリとの婚姻計画，リドルフィ陰謀事件からバ
ビントン陰謀事件までと宗教的な対立とメアリーの処刑，アルマダ海戦の勝利）

晩年

エリザベスⅠ世晩年期の外交・国内問題とその失敗（「エリザベス救貧法」の無効，スペ
インやアイルランドとの戦争の長期化と凶作による，重税・物価高騰・生活水準の低下，
政府内の派閥争い）
エリザベスの死去とその評価の見直しがなされつつあること

１章
エリザ
ベスⅠ
世の対
外政策
はどの
くらい
首尾一
貫して
い た
か？

エリザ
ベスⅠ
世の対
外政策
の狙い
は 何
か？

エリザベスⅠ世の対外政策に首尾一貫した狙いがあったかどうかさえ，歴史家の間では意
見が分かれること
あったのかもしれないが，当時のイングランドは中流国家だったため，外国の方針に合わ
せるしかなく，首尾一貫した政策は取れなかったこと
ただ，戦争に消極的だったことだけは終始一貫していること

対外政策において
一貫していたこと

対外政
策にお
けるエ
リザベ
スの業
績とそ
の社会
的影響

学習課
題の実
施①

対立す
る複数
の解釈
の比較
考量

エリザベスⅠ世の
対外政策の狙いの
本質

フランスやスペインからの独立を維持すること
スコットランドとの国境を維持すること
フランスを封じ込めること
イングランドの織物貿易を保護すること
大陸における海岸線を防衛し，貿易港を死守し，対イングランド侵攻の足がかりを作らせ
ないこと

対外政
策にお
いて方
針転換
したこ
と は
あった
か？

当初，敵対していたフランスと同盟を結び，同じく敵対していたスコットランドから王を
迎えるなど，方針が一貫していたことはなかったこと
彼女の対外政策決定に断続的に影響を与え続けたのは，資金や資源の潤沢さの度合いのみ
だったこと

対外政策において
一貫していなかっ
たこと

フランス，スコッ
トランドとの関係

一見不整合に見える 1559 年から 1590 年ごろまでのエリザベスⅠ世の対仏，対蘇外交にお
ける主要な出来事の詳細（ユグノー戦争への介入，スコットランド出兵，アンジュー公ら
との婚姻交渉，仏西のカトリック同盟への抵抗など）
その理由としての共通の敵スペインの存在

スペイン，ネーデ
ルランドとの関係

ネーデルランドからスペインの勢力を撃退し，スペインによるイングランド侵攻の足がか
りを作らせないため，終始一貫してスペインに抵抗し続けたこと
その具体的事件の詳細（ネーデルランドでの暴動，ネーデルランド派兵，英西戦争，カディ
ス港襲撃，アルマダ海戦，その後の敗北，アイルランドの反乱）

エリザベスの対外政策は
どの程度成功したか？

エリザベスⅠ世の外交に関しては，成功と失敗の異なる見方が存在すること
個々の外交政策の意図と結果，その原因と評価

対外政策に関して
評価が分かれるこ
と

これまでは，エリザベス女王統治期には，カトリック教徒の影響は，ほとんどなかったと
言われていたが，近年，1580 年代頃まで，カトリック教の影響は大きかったという見方
が支持されるようになってきていること

新しい見方の提起

メアリⅠ世の遺産
エリザベスⅠ世の女王就任期，カトリック教の影響は，ほとんどなかったという従来の解
釈に対し，むしろカトリック教の影響は大きかったという見方が支持されるようになって
きていること
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２章
エリザ
ベスに
より脅
威を与
えたの
はだれ
か：カ
トリッ
ク か
ピュー
リタン
か？

カ ト
リック
の脅威
はどの
くらい
深 刻
だった
か？

1559 年 の 宗 教 的
和解に向けた挑戦

国王至上法と礼拝統一法の成立に向けたエリザベスの行動
庶民院の支持と貴族院の反対，主教の不在と法王からの指示不足の間隙をついての成立

その証拠としての
カトリックの脅威
の実際

宗教政
策にお
けるエ
リザベ
スの業
績とそ
の社会
的影響

学習課
題の実
施②

変遷す
る解釈
の 検
証・吟
味・考
察

学
習
課
題
の
実
施

に
つ
い
て
評
価
･
解
釈
を
構
築
す
る
こ
と

エリザベスの嫡出
子としての正当性

当時の世界情勢と法王の思惑の結果，エリザベスの女王就任に対し，積極的な疑義が寄せ
られず，支持を固め，カトリックの影響を減じる諸政策をとる時間ができたこと

継続性という方針
国王至上法と礼拝統一法の折衷的な内容（カトリックをあまり刺激しない，現実的かつ緩
やかな両法の規定）
その結果としてのカトリック教徒からの脅威の減退

聖職者と地方政府
の問題

継続性の徹底とその罰則の緩さにより，カトリック教徒であり続けることもできたが，そ
の必然性も乏しく，また，反抗する必要もないことから，徐々にプロテスタント化が進行
していったこと

カトリック教徒の
数

エリザベス女王統治期を通じて，カトリック教徒は減少の一途をたどったこと
1570 年の教皇勅書による批判や 1574 年からのカトリック教会によるイングランドへの聖
職者派遣も効果が無かったこと

暴動と反乱

北部諸侯の反乱の動機と失敗
メアリ・ステュアートの処遇を巡っての反乱計画の連続とカトリック教の根強さ
これら計画の未然防止に役立ったウォルシンガム
これら反乱計画の連続とその防止によってプロテスタント化に拍車がかかったこと

カトリック教徒に
対する海外からの
支援

女王就任当初こそ海外からの支援はあまりなかったが，外交問題や教皇勅書により大義名
分を得たスペインが，カトリック支援を名目に，イングランドに侵攻を開始したこと
その撃退によってエリザベスとプロテスタントの立場が劇的に変化したこと

ピュー
リタン
の脅威
はどの
くらい
深 刻
だった
か？

ピューリタニズム
とは何か？

ピューリタニズムには多様な定義があること
ピューリタンは大きくは三つのグループ（中間派，長老派，分離派）に分かれ，それぞれ
がそれぞれの立場で，エリザベスに抗議したこと
組織立っていなかったことに加え内部対立のため，比較的早い段階でピューリタンは下火
になっていったこと

その傍証としての
ピューリタンの脅
威の低さ

イングランド国教
会内部からの挑戦

1559 年の法制定を不十分とし，より厳格なプロテスタント信仰を求めて，法衣の問題な
どで対立，エリザベスがその申し出を拒否すると，教会を飛び出し，国会の場や在野で活
動するようになること

「ピューリタンの
声」と国会を通じ
た教会改革の試み

ピューリタンが当時の国会内でどの程度の勢力を持っていたかに関しては異なる解釈があ
ること
議会（法律）を通じて，より厳格なプロテスタント化を志向するも，エリザベスによるメ
ンバーの投獄や議会の閉会などのため失敗に終わったこと

予言と地方の清教
徒の挑戦

地方での支持者獲得によって勢力を拡大することで，厳格なプロテスタント化を志向する
も，主たる擁護者であったグリンダルの死と後任（ホイットギフト）による迫害によって，
信仰を続けることすら難しくなったこと

分離派の挑戦
ホイットギフトの弾圧による信仰の秘匿化
清教徒文書の発行による抵抗
非国教徒禁止法によるピューリタンへの壊滅的打撃

ピューリタンの減
少

上記のような迫害によって，ピューリタンは 1590 年代ごろまでに衰退したこと
しかし，その信仰は受け継がれ，1640 年の清教徒革命において重要な役割を果たすよう
になること

カ ト リ ッ ク 教 と
ピューリタンの脅
威は，どちらがよ
り強かったか

エリザベス統治期初期は国内のカトリック教徒の脅威が強かったと評価できることそ統治
期後期は，国内のカトリック教徒の脅威は衰えたが，ピューリタンの脅威もそれほどでも
なく，国外のカトリック教徒の脅威が強かったと評価できること

新しい見方の確認

３章
エリザ
ベス統
治 期
の議会
は，ど
の 程
度権力
を有し
ていた
か？

エリザベスⅠ世統治期の議会は，保守的な国王側と議会の権限強化をもくろむ革新勢力に
よる論争と対立に明け暮れていたという従来の解釈に対し，もっと協調が見られたという
見方がでてきたこと

新しい見方の提起

議会政
策にお
けるエ
リザベ
スの業
績とそ
の社会
的影響

エリザ
ベスは
どのよ
うにし
て議会
を支配
し た
か？

エリザベスの個性

当時の議会は，現在と異なり，国王の行為の追認・正当化の役割を有していたに過ぎなかっ
たこと
統治期末期の「黄金演説」に端的に表れているように，エリザベスは，民衆をひきつける
すべを心得ていたこと
上記より，エリザベス統治期に議会と王との間に深刻な対立があったとは考えられないこ
と

その証拠としての
エリザベスの議会
統治の方略

教書とほのめかし
女王の意図通りに議会が運営され，意思を反映した政治が行えるように，直接的な介入方
法（教書）と間接的な介入方法（議長への伝言や意思の言外へのほのめかし）を用いたこ
と

逮捕と拒否権 上記介入に失敗し，批判が起こった場合の最終手段として議員らの逮捕（ウェントワース
など）や法律案の拒否権（５回確認されている）を行使したこと

枢密顧問官の役割

議会での答弁の時間を管理することによって，反対派を圧殺する役割を担っていた枢密顧
問官
その代表的人物ウィリアム・セシルが議会管理のために行った手法のいくつか
身分保障のあった枢密顧問官と結果としての影響力の増大

議長の役割
王による指名で議長が選ばれていたこと
枢密顧問官らは，女王の意思を，ほのめかしによって議長に伝え，議事進行を管理してい
たこと

上院

下院の権限が増大していったという従来の見方に反し，上院の方が権限が強かったと思わ
れる証拠があること
上院は内部対立を抱えながら，下院を統治・利用し，自らの上院での権限の強化にいそし
んだこと

国会議員の心構え

結果として，国会議員たちはおざなりの議会に重要性を見いだせず，ロンドンでの長期滞
在を嫌がり，欠席も多かったこと
徴税に関しては女王と対立することもあったが，選挙と選挙区固有の問題にばかり関心を
向けていたこと

16 世紀，議会の役割は何
か？

宗教など国家の重大事項について信任する機関として 16 世紀を通じて議会の役割は飛躍
的に増出していったが，それでも現在と比べそれほど重要な機関ではなかったこと
国民の意見を聴取し，女王の考えを民衆に伝える貴重な機会でもあったこと

その傍証としての
当時の議会の役割
の確認
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27高等学校における歴史人物学習の可能性

そしてその現在への影響は何か，と考えてみると，イ
ギリス国教会の基礎を構築したヘンリーⅧ世のように，
現在の英国の宗教に関与した人物群，保守党の政治家
ピールのように政党政治や政府の形態，すなわち現在
の英国の政治に関与した人物群，冷戦の一方の当事者
としてベトナム戦争やキューバ危機に対応したケネ
ディやジョンソンのように，現在の英国も含まれる国
際関係を基礎付ける東西冷戦や第 2 次世界大戦といっ
た出来事に関与した人物群の 3 つに類型可能であると

いえる．
　これらのことから，本シリーズが，英国の現状（現
代社会）に影響を与えている出来事に関与した人物と
いうのを選択基準としてシリーズを構成しているとい
えるのではないだろうか．またこの時，例えばピール
とディズレーリとグラッドストンが取り上げられてい
るように，例外はあるが，同時代の異なる（対立す
る）価値観（立場）の人間を対にして取り上げている
ことにも着目する必要があろう．

エリザ
ベスと
議会と
の間に
対立は
あった
か？

ニールの議論
1566 年のパンフレットを証拠に，下院の権限が増大し，「ピューリタンの声」と呼ばれる
グループが確かに存在し，エリザベスと対立を深めていたという従来の見方に対し，近年
疑義が唱えられていること

エリザベスⅠ世の
議会政策に関する
歴史解釈の変遷

宗教的問題
同グループの主たる関心事は宗教的な問題であり，エリザベス統治期を通じて，その抵抗
勢力は徐々に勢力を拡大し，女王を悩ませたという従来の見方に対し，疑義が唱えられて
いること

結婚と後継者
女王が，結婚と後継者を指名することを議会から求められて拒否し，この議題のそれ以上
の取り扱いを禁止したことから，この問題を巡って議会と女王とが対立していたことは間
違いないこと

枢密顧問官
その後の研究から，メアリーの処刑とネーデルランド派兵に関して，私的顧問団らの重用
による自身の権限の無さを憂いて，大臣らが議会を利用して自身の見解を女王に飲ませよ
うとした動きが確認できること

対立と専制の増加
その後の研究から，女王統治末期，議会での反対派の意見を無視し，女王が専制をおこな
うようになっていったという解釈と，対立が深刻化し，議会に配慮するようになっていっ
たという解釈が存在していること

近年の歴史家の議
論

近年の研究では，対立はそれほど深刻ではなく，上院の方が優遇されていたことなどもあっ
て，より友好的だったという解釈が一般的になってきていること

エリザベスⅠ世：評価

「黄金時代」というイメージは実態を十分に踏まえていないこと
人気があったことは確かだが，統治期末期には数々の問題を抱えていたこと
男性優位社会にあって，類まれな女性統治者であったこと
国教会を確立し，イングランドを二流国から押し上げ，不十分ながら福祉政策を行い，文
化興隆も実現するなど，彼女の業績は，現在にも影響を与えていること

発展学習の課題
エリザベスⅠ世の業績・影響に対する全体
的評価（一般論）とその現在的意味

Fellows , Nicholas , Elizabeth I , Collins , 2004. より筆者訳出，作成。表中の「単元名」は訳出した部分，それ以外は筆者の分析による。

表 2　「歴史を作った人々」シリーズの人物選択基準
教科書名 人物の特性 人物選択基準

ヘンリーⅧ世 イギリス国教会の成立に寄与
英国国教会

現在の英国の宗教

英国の現状（現代社
会）に影響を与えて
いる出来事に関与し
た人物

立場の違いを意識し
て選択

エリザベスⅠ世 イングランドの発展に寄与，
国教会の確立

フェリペⅡ世 カトリックの庇護者，エリザ
ベスと対立 カトリック

クロムウェル ピューリタンによる政治の模
索，革命 ピューリタン

ビスマルク
ドイツの政治家
諸制度の近代化，社会保障の
創始者 大きな政府

政府の形態
現在の英国の
政治

フランクリン・ルー
ズベルト

アメリカの大統領
ニューディール政策の推進者

サッチャー イギリスの首相
新自由主義政策の実施 小さな政府

ピール 保守党の政治家 保守 政党政治ディズレーリ
グラッドストン 自由党の政治家 革新
レーニン ロシア革命の指導者

戦勝国
東側

第
二
次
世
界
大
戦

東
西
冷
戦

現在の英国を
含む国際関係
の基礎

スターリン 第二次世界大戦期から冷戦初
期のソビエトの政治的指導者

ジョン・F・ケネディ
とリンドン・B・ジョ
ンソン

キューバ危機とベトナム戦争
時のアメリカ大統領

西側ヒトラー⑴⑵ 第二次世界大戦時のドイツの
指導者 敗戦国

ムッソリーニ 第二次世界大戦時のイタリア
の指導者

Fellows , Nicholas , Elizabeth I , Collins , 2004. などより筆者訳出， 作成．
表中の「教科書名」以外は筆者の分析による．
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28 竹　中　伸　夫

　以上のように，本シリーズでは，英国の現状（現代
社会）に影響を与えている出来事に関与した人物を立
場の違いを意識しながら選択し，その人物の行為の社
会的意義・影響について証拠に基づいて評価・解釈す
る学習となっていた．英国の現在は，対立するそれら
の人物たちの行為・論争・対立の結果，形成されてい
るのであるから，こうした人物分析学習とでも定義す
べき学習を通して，認識の多元性を踏まえた社会の構
築性・発展性という認識を形成させうる学習といえよ
う．

Ⅲ．人物分析学習としての歴史授業開発－「大久保利
　　通と島田一郎ら不平士族」－

（1）授業開発の要点
　前章での分析を踏まえ，授業開発を行う．「歴史を
作った人々」シリーズにおいて特長的だったのは，人
物選択基準より，①日本の現状に影響を与えている人
物を取り上げていること，②同時代の異なる（対立す
る）価値観（立場）の人間を対にして取り上げている
こと，の 2 点，その学習構造より，③その人物の行為
の社会的意義・影響について評価し解釈を構築する学
習となっていること，④異なる解釈を 2 つ並列で提示
してその比較考量を求めたり，一方を新しい解釈とし
て提示し，その変化を追認するかどうかを検証したり
するなどして，ある解釈を批判的に吟味・検証する学
習となっていること，の 4 点にまとめられるのではな
いだろうか．
　そのため，開発した授業においては，①②を踏まえ，
現在の政治・社会制度の起点ともいえる明治維新を主
導した大久保利通と彼を暗殺することでその政治・社
会変革を否定した島田一郎ら不平士族を取り上げるこ
ととした．大久保利通に関しては，小学校の歴史学習
において提示されている 42 人の中に挙げられている
こともあって，小学校段階の子どもを対象とした授業
例 5）はいくつか確認されているが，いずれも先述の
人物理解学習と定義できるものであり，高等学校段階
を対象とした事例は，管見の限り存在しない．
　また，人物分析学習としての歴史人物学習を組織す
るべく，大久保利通や島田一郎の行為のその社会的意
義・影響を分析することを主眼とし，島田一郎らを取

り上げ分析することで，大久保利通の行為の社会的意
義・影響に関して異なる見方を提起することも意識し
た．詳細は次項に記す．

（2）開発した授業の概要
　以下に，開発した小単元「大久保利通と島田一郎ら
不平士族」を示す．本小単元の目標は，大久保利通と
彼を暗殺するまでに至った島田一郎ら不平士族の相対
する二人の人物（群）を取り上げ，①両者は何を行っ
たか，両者が行ったことはいかなる社会的影響・意味
を持ちえたか，を考えること，②両者の対立構造を分
析する過程で，大久保の政策（行為）に対する異なる
評価（解釈）・現代的影響を吟味・検討すること，で
ある．
　本小単元は，導入，展開Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，終結の大きく
5 つの部分から構成されている．導入では，「歴史を
作った人々」シリーズと同様に，歴史の解釈は多様で
あるということとその要因を説明している．解釈を構
築・吟味する必要性を自覚させる，人物分析学習すべ
てに共通する全体的な導入部分といえる．続く展開Ⅰ
では，両者の人となり，すなわち両者の生涯について，
基本的な情報を提示している．これから吟味検討する
人物（群）について基礎的な情報を把握する部分と言
え，課題を明確化する部分に相当する．
　次の展開Ⅱは，大久保利通の政策を個別に吟味する
ことで，彼が行ったことの具体的な把握とその社会的
意義・影響を，特に江戸時代と比較しながら，それに
よってどのような社会変革が起きたかを分析すること
で把握する部分となっている．大久保利通が行った政
策の意義・影響を中央集権化と絡めて説明している．
　その上で展開Ⅲでは，なぜ暗殺されたのか問うこと
で不平士族の考えを整理するとともに，敵対する不平
士族の側からは大久保利通の政策はどのように評価さ
れていたか考える過程で，確かに中央集権のためとは
いえ，独裁的な側面を有していたことと，その後の社
会的影響（官僚制の逆機能や官尊民卑の権威主義的傾
向）を分析的に吟味・検討させる部分となっている．
大久保による政治に対する異なる見解（解釈）を提起
し，比較検討する部分ともいえる．そして，終結にお
いては，これまでの学習についてのまとめを行ってい
る．

1．小単元名「大久保利通と島田一郎ら不平士族」
2．小単元の目標
知識・理解
①両者（大久保利通と島田一郎ら不平士族）の行ったこととその社会的影響を具体的に理解する．
i  ）地租改正によって，収穫高に応じた物納から地価に応じた金納へと変化したことで，安定した財政基盤の確立が可能になったこと．
ii ）版籍奉還と廃藩置県は，封建制という中世以来の支配形態を否定し，中央集権体制への移行を可能にする素地を形成したこと．
iii）徴兵令と学制は，江戸時代に武士が支配階級たりえた教養と武力の二要素を，武士以外にも開放するという意味を持ち，結果として

武士が有してきた特権を維持する根拠を奪うことに寄与したこと．
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29高等学校における歴史人物学習の可能性

iv）暗殺という行為は，元支配階級の平等な政治参加による藩閥政治の打破と対外強硬策による自国の国威発揚を目指したもの．
②大久保利通の政策に対する異なる評価（解釈）・現代的影響を具体的に理解する．
i  ）旧体制・旧弊の一掃による，中央集権国家の建設とそれによる近代化を実現したこと．
ii ）i） をより容易に実現するために自身やその部下（官吏）への権限の集中させた結果，以下のような負の影響の素地を形成することに

なったこと．
i  ．大久保利通の政治と明治寡頭制（藩閥政治）
ii ．膨大な権限を有する内務省の設置と官僚制の逆機能（官僚主導）
iii．官僚に膨大すぎる権限を与えた結果としての官尊民卑の権威主義的傾向

思考・判断・表現
①歴史の解釈は多様であるということを踏まえ，解釈を構築・吟味する必要性を自覚する．
②大久保利通に対する斬姦状の具体的な内容などから，立場が変われば，同じ政策（事象）も異なって見えるということを自覚する．
③両者の対立構造を分析する過程で，ある事象に対する異なる評価（解釈）・現代的影響を，論理的に吟味・検討できる．
3．小単元の展開

パート 教師の指示・発問 教授・学習過程 資料 習得させたい知識

導入
歴史上の人物の評価に
関して，歴史家の見解
はなぜ異なるのか

歴史家の見解はなぜ異なるのか？ T：質問する
T：説明する

歴史家は過去の出来事，なかんずく過去の出来事に対
する個人の役割に対して異った評価を下しがちである
ため

なぜそのようなことになるのか？ T：質問する
T：説明する

歴史研究は，不十分な証拠に基づく推論ともいえ，新
しい証拠が発見されたり，これまでの解釈が変更した
りすることもあるため
また，同じ証拠をどう評価するかを決める考え方（歴
史観や社会観，哲学観など）が異なることもあること
歴史を特定の個人の営為によって形成されるものと見
るか，その時代の社会的，経済的，宗教的な風潮の影
響の方が大きいと見るか判断が分かれていること

では，歴史事象（特に人物）に対
し，どう接すればいいか

T：質問する
T：説明する

ある解釈を鵜呑みにするのではなく，可変であるとい
う見方を受け入れ，断続的に議論を重ねていくしかな
いこと

展開Ⅰ
両者（大久保と島田）
の人となりと問題提起

大久保利通とはどういった人物
か？

T：質問する
T：答える

① １８３０ 年，今の鹿児島県生まれ．
明治維新に尽力し，「維新の三傑」とも呼ばれる．版
籍奉還や廃藩置県を断行し，征韓論論争で西郷隆盛な
どを下野させたのち，初代内務卿として学制や地租改
正，徴兵令など明治初期の諸政策を実施した政治家．
明治 １１ 年，島田一郎ら石川県の不平士族によって暗
殺される．死後 １００ 年を期して，１９７９ 年に銅像が郷里
鹿児島に建造される．

では，島田一郎とはどういった人
物か？

T：質問する
T：説明する

② １８４８ 年，今の石川県生まれ．
明治維新後，陸軍軍人としてフランス式兵学を修め昇
進するも，征韓論論争での西郷の下野に失望して帰郷．
不平士族のリーダー格として西南戦争に呼応し挙兵を
試みるが断念．その後，方針を要人暗殺に切り替え，
明治 11 年（1878 年）５月 14 日，５大久保利通を東京
紀尾井坂で暗殺．その後警察に自首し，同年 7 月に斬
首刑に処され、31 年の生涯に幕を閉じる．

MQ：大久保利通はどんな社会を
目指そうとしたのか．そして島田
一郎ら不平士族は，なぜその大久
保を暗殺してまでそれを止めよう
としたのか．両者の目指した社会
の違いにも着目しながら見ていこ
う．

T：質問する
S：答えはもと

めない

Ⅱ－１
大久保のな
したこと

そもそも大久保は何をしようとし
たのか？まずは彼が行ったことを
列挙してみよう．

T：質問する
S：答える

③④ 版籍奉還，廃藩置県，秩禄処分，内務省の設置と内務
卿への就任，学制，地租改正，徴兵令，殖産興業の推
進など

Ⅱ－２
地租改正と
その影響

地租改正とは何か？ T：質問する
S：資料を見て

答える

⑤ 1873 年に明治政府が行った租税制度改革．土地の価格
（地価）に基づく金納という納税方法を導入．当初は
地価の3パーセント．それによって，大規模な反対運
動がおこったため，2.5 パーセントに減額．

それは，江戸時代の類似の制度と
どう違うか？

T：質問する
S：考える
S：答える

⑥ 江戸幕府は米の収穫量に応じて，年貢を物納させてい
た．
そのため，幕府としては収入を増やし，安定させるた
めには，①収穫量自体を増やす（新田開発，ただし，
あまりに大規模に行うと，供給過多によって値崩れす
る恐れあり）ことや，②物納量を一定にする（検見法
から定免法へ）こと，③物納された米を売買する相場
を安定させる（幕府による相場への介入）ことが，必
要だった．
それらを熱心に行った将軍として徳川吉宗がいたが，
それでも十分には安定させることができなかったこと

それによって，何が変わるか？ T：質問する
S：考える
S：答える

収穫量に応じた物納では，①不安定な納税量，②不安
定な納税額（納税量の変動に加え，売買価格も変動す
るため）といった限界が発生するが，毎年の収量では
なく土地の価格に基づくため，毎年同じだけの税収が
見込める．かつ金納であるため，貨幣価値が極度にイ
ンフレ等にならない限り，一定．

つまり何を目指しているのか？ T：説明する 安定した税収の確保．
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展開Ⅱ
大久保利通
の行為：そ
の社会的影
響

Ⅱ－３
版籍奉還・
廃藩置県と
その影響

版籍奉還とは何か？ T：質問する
S：資料を見て

答える

⑦ 諸大名から天皇へ領地（版図）と領民（戸籍）を返還
するよう命じたこと．加えて，藩主を非世襲の知藩事

（朝廷の家臣）とし，陪臣であった藩士も王臣（朝廷
の家臣）としたこと．

江戸時代はどうだったのか？ T：質問する
S：考える
S：答える

幕藩体制に基づく支配．
将軍より知行を与えられ，その知行内において独自に
統治を行う権限を一定程度保有．

それによって，何が変わるか？ T：質問する
S：考える
S：答える

①朝廷による藩統制の正当化による明治政府の権力の
増大
②土地と人民の返還による封建制の否定
③藩内の主従関係の否定による封建的主従関係の部分
的否定

つまり何を目指しているのか？ T：説明する 旧体制・旧弊の否定と権力移譲
廃藩置県とは何か？ T：質問する

S：資料を見て
答える

⑧ それまでの藩を廃止して地方統治を中央管下の府と県
に一元化したこと．
知藩事であった元の藩主に代わって，中央政府から県
令を派遣したこと

それによって，何がどう変わるの
か？

T：質問する
S：考える
S：答える

朝廷による一元的支配の基盤の確立

つまり何を目指しているのか？ T：説明する 中央集権体制への移行．
Ⅱ－４

徴兵令とそ
の影響

徴兵令とは何か？ T：質問する
S：資料を見て

答える

⑨ 国民の兵役義務を定めた法律

それによって，何がどう変わるの
か？

T：質問する
S：考える
S：答える

古代以来の武士の特権の源泉（武力行使者としての武
士）の否定

つまり何を目指しているのか？ T：説明する 武士の特権の剥奪と四民平等の意識の醸成
富国強兵の実現

Ⅱ－５
学制とその
影響

学制とは何か？ T：質問する
S：資料を見て

答える

⑩ 日本最初の近代的教育制度を定めた法律

それによって，何がどう変わるの
か？

T：質問する
S：考える
S：答える

教育による立身出世の可能性の解放
江戸時代の武士の特権の源泉（統治者としての十分な
教養）の解放

つまり何を目指しているのか？ T：説明する 武士の特権の剥奪と四民平等意識の醸成
Ⅱ－６

内務省とそ
の影響

内務省とは何か？ T：質問する
S：答える

⑪ 通称「官庁の中の官庁」
地方行政，土木，衛生，警察，殖産興業，鉄道，通信
などを担当．
議会の無い時代（明治初期）にあっては，大規模な官
僚中心の政策立案・実行機構．
そのあまりの管轄領域の広さのため，第２次世界大戦
後，GHQ によって解体される．

内務省の設置，内務卿への就任は
何を意味するか？

T：質問する
S：考える
S：答える
T：説明する

内務省（地方に強い権限を有する，管轄の広い省庁）
の設置
中央からの幅広い命令を浸透させやすい（中央集権と
強固な官僚機構）
内務卿への就任
自身（大久保）への権限・権力の集中

Ⅱ－７
まとめ

大久保利通が行った諸政策によっ
て，どのような社会的変革がもた
らされ，日本社会はどうなった
か？

T：質問する
S：答える

旧体制・旧弊の一掃による，中央集権国家の建設とそ
れによる近代化．
その実現のための自身やその部下（官吏）への権限の
集中．

Ⅲ－１
大久保の暗
殺

ならばなぜ，暗殺されたのか？ T：質問する
S：答えはもと

めない
そもそも誰が暗殺を実行したの
か？

T：資料配布
S：資料読解
S：答える

⑫ 島田一郎ら，征韓論や西南戦争に共鳴した石川県の不
平士族．

それは何のためか？
大久保利通の殺害現場にあった斬
姦状を見てみよう．何とかいてい
るか？

T：質問する
S：資料読解
S：答える

⑫ 独裁的との批判
①公議を杜絶し民権を抑圧し，もって政事を私する．
②法令をみだりに制定するなど政治をほしいままにし
ている．
③不要な土木事業・建築により国財を無駄使いしてい
る．
他者排斥との批判
④本当に国を憂うる者を排斥し，内乱を引き起こさせ
た．
⑤外交を失敗し国権を貶めている．

Ⅲ－２
暗殺者の意
図

その指摘は的を射ているのだろう
か？大久保利通が行ったことを踏
まえて考えてみよう．

例えば，④について
確かに，政治的論争に敗れた者（不平士族）を下野さ
せ，彼らが中心となって乱が多数発生し，大久保はそ
れを鎮圧したのであるから，内乱を誘発し，独裁的に
うつることは間違いないが，不平士族らが本当に国を
憂うる者かどうかは評価が分かれる．
立場が変われば，同じ政策も異なって見えるというこ
と．少なくとも，島田らにはそう見えたということ．
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展開Ⅲ
島田一郎の
行為と大久
保利通によ
る政治の負
の社会的影
響

なぜ，島田一郎らは，大久保の政
治をそのように評価したのか？

T：質問する
S：考える
S：答える

旧体制・旧弊の一掃ということは，別の立場（特権階
級であった元武士や元藩主，排斥された他者など）か
ら見ると，自分ら元支配階級からの特権の剥奪にうつ
る．
自らが現に有していた特権をはく奪された上に，大久
保自身は，他者を蹴落とし，内務卿として権力をほし
いままにしているとうつったのではないか．
大久保の理想がうまく伝わっていない．

ならば，ただのねたみか？ T：質問する
T：説明する

確かにその可能性は否定できない．
討幕をこれまでにもなされてきた権力移譲との一種と
見なすと，徳川氏などの領地を勝利した側の武士が恩
賞として受け取るはずなのに，代わりに，四民平等や
廃藩置県などで領地や特権を取り上げられたのだから．
しかし，島田一郎は石川県の士族（討幕で敗れた側，
恩賞はもともとあまり期待できない）であり，征韓論
論争までは陸軍の士官（ある程度の成功を収めてい
る）．ということは，ねたみだけとも言い切れないの
ではないか．

Ⅲ－３
暗殺行為に
より期待さ
れた社会的
影響

島田一郎らは何を目指そうとした
のか？

T：説明する 大久保らの排斥
政治の適正化という名目での，自身の考えの実現
斬姦状を裏読みすれば，
①元支配階級の平等な政治参加による藩閥政治の打破
②対外強硬策による自国の国威発揚
に集約できるのではないか．
ということは，大久保の政治には，負の影響（効果）
があったことになる．

Ⅲ－４
大久保の政
治の負の影
響

大久保による政治の負の側面とは
何か，大久保利通のなしたことは
当時，どう評価されたか？

T：資料配布
S：資料読解
S：答える

⑬ 1874 年の板垣退助・後藤象二郎らによる『民選議院設
立建白書』にある有司専制の文言．

「臣等伏シテ方今政権ノ帰スル所ヲ察スルニ、上帝室
ニ在ラス下人民ニ在ラス、而独有司ニ帰ス」
政府中枢（有司）の合議だけで国家の方針を決めてお
り，国民の「輿論公議」を重んじるとした『五箇条の
御誓文』の精神に反する（非民主的）との批判

つまりどういうことか？
斬姦状の文言なども参考に考えて
みよう．

T：質問する
S：考える
S：答える

独裁的
少数の指導者とそれを支える官僚
非民主的

それは本当か？ T：資料配布
S：資料読解
T：説明する

⑭⑮ 社会的次元における負の影響
①大久保利通の政治と明治寡頭制（藩閥政治）
②膨大な権限を有する内務省の設置と官僚制の逆機能

（官僚主導）
③官僚に膨大すぎる権限を与えた結果としての官尊民
卑の権威主義的傾向
これらはいずれも，現代政治にもその残滓が確認でき
るのではないか

終結
大久保利通と島田一郎
とは何者か

大久保利通は何をしようとしたの
か，彼によって日本社会はどう
なったのか？

T：説明する 正の影響
財政基盤の確立と旧弊の一掃による中央集権化
負の影響
寡頭制と官僚主導，官尊民卑の風土（お上意識）
上記影響はいずれも現在社会においても残存するもの
といえる

大久保利通とは何者か？ T：説明する 大久保利通の業績・影響に対する全体的評価とその現
在的意味

島田一郎らはその大久保をなぜ暗
殺したのか？

T：説明する 中央集権化によって討幕を主導した武士から権限をは
く奪し不興を買うとともに，その武士らによる反乱を
冷徹に鎮圧したことから，大久保に対し悪評（冷徹，
横暴，独裁者など）が立っていた．
大久保の高い理想が周囲に十分に伝わらず，そのため
の権力集中がマイナスの効果も有していたため．
大久保らを排し，自らの意見の通る社会を目指そうと
した（守旧派としての不平士族）．

資料
①：佐々木克『大久保利通－明治維新と志の政治家』山川出版社， 2009， など．
②：「島田一郎①紀尾井町事件」【URL：http://ameblo.jp/kanazawa-saihakken/entry-11883474463.html#main】
③：大津透ほか『新日本史』山川出版社， 2007， pp. 249-262．
④：「五箇条のご誓文」，「五榜の掲示」，「政体書」，荒井裕晶ほか『資料日本史』とうほう， 2005， pp. 292-296．
⑤：「地租改正布告及条例」，荒井裕晶ほか『資料日本史』とうほう， 2005， pp. 301-303．
⑥：「米価の変動と吉宗の米価対策」，金箱芳明ほか『日本史総覧』とうほう， 2007， p. 143．
⑦：「版籍奉還」，荒井裕晶ほか『資料日本史』とうほう， 2005， p. 297．
⑧：「廃藩置県の詔」，荒井裕晶ほか『資料日本史』とうほう， 2005， p. 298．
⑨：「封建的身分制度の廃止」，「徴兵告諭」，荒井裕晶ほか『資料日本史』とうほう， 2005， pp. 299-301．
⑩：「学問のすゝめ」，「学制の公布」，荒井裕晶ほか『資料日本史』とうほう， 2005， pp. 309-311．
⑪：百瀬孝『内務省－名門官庁はなぜ解体されたか』PHP 研究所， 2001．
⑫：「島田一郎の斬姦状」，国会図書館デジタルコレクション【URL：http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1920337/221】
⑬：「民選議院設立建白書」，荒井裕晶ほか『資料日本史』とうほう， 2005， pp. 312-313．
⑭：辻清明『日本官僚制の研究』東京大学出版会， 1995．
⑮：ロバート・マートン著，森東吾ほか訳『社会理論と社会構造』みすず書房， 1961．
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Ⅳ．結語

　本小論は，イギリスの歴史教科書の分析から得られ
た知見を手がかりに授業試案を構築することで，高等
学校の歴史教育において，歴史上の人物を扱うことの
可能性を論じるものであった．
　研究の結果，人物分析学習と定義できる，共感的理
解を目指す人物学習とは異なる特質を有する歴史学習
の方略を具体的に明らかにすることができ，試案では
あるが，それを指導案「大久保利通と島田一郎ら不平
士族」として，具体化できた．
　歴史教育において歴史上の人物という教材を選択す
るという学習方略は，現在は小学校の歴史学習と深く
結びついている．確かに，人物という歴史上の主体を
取り上げることで，共感的に理解させることを教育目
標とすることも可能である．しかし，歴史上の人物は
教材でしかなく，教材をわからせるためではなく，社
会科教育の目標である社会認識形成や市民的資質育成
を実現するために意味がある学習方略が，歴史上の人
物を取り上げることで実現可能なのであれば，小学校
段階以外でも，積極的に取り上げる必要があるといえ
るのではないだろうか．本小論は，共感的な理解を目
的としない歴史人物学習の一つの在り方を，具体的に
例示したに過ぎないが，こうした研究を積み重ねてい
くことで，社会科教育としての歴史のための歴史人物
学習の在り方がより明確化してくるものと考えられる．
　そのための残された課題として，以下二つを指摘し
たい．一つは，今回の人物分析学習以外の歴史人物学

習の方略を具体的に明らかにすることである．今回事
例とした教科書を含めて，イギリスの歴史教育におい
ては，歴史上の人物を扱った教科書が多数存在する 6）．
これらの分析を手がかりに，歴史上の人物の教材とし
ての多様な可能性を吟味検討したい．
　二つ目は，それらの分析を踏まえた，カリキュラム
編成原理の解明と提案である．小学校と中学校と高等
学校において，歴史人物学習を行う場合，どのように
段階的に配列してカリキュラム化すべきか，またそれ
はなぜか．学校段階に応じた，歴史人物学習のカリ
キュラム編成の在り方を模索する必要があるだろう．

注

1） 文部科学省『小学校学習指導要領解説 社会編』東洋
館出版社， 2008 年， pp. 120-122．

2） 文部科学省『中学校学習指導要領解説 社会編』日本
文教出版， 2008 年， pp. 142-146．

3） 文部科学省『高等学校学習指導要領解説 地理歴史編』
教育出版， 2010 年， pp. 144-153．

4） Fellows , Nicholas , Elizabeth I, Collins , 2004.
5） 例えば，大久保智加「共感的理解の相対化と客観化

を図る小学校社会科人物学習の授業開発研究：－第
6 学年単元『西郷隆盛・大久保利通と明治維新』の
場合－」『児童教育研究』第 21 号， 2012 年， pp. 37-
43， など．

6） 例 え ば，Longman 社 が 出 版 し た「Reputations in 
History」シリーズや Wayland 社が出版した「The 
Whoʼs Who of」シリーズなど，中等（KS3， 11～14 歳）
の学生を対象としたものも多く確認される．
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